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江
田
五
月
法
務
大
臣
の
死
刑
執
行
命
令
書
へ
の
署
名
拒
否
に
関
す
る
質
問
主
意
書

刑
事
訴
訟
法
第
四
百
七
十
五
条
は
、
「
死
刑
の
執
行
は
、
法
務
大
臣
の
命
令
に
よ
る
。
」
と
規
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
江
田
五
月
法
務
大
臣
は
本
年
一
月
十
四
日
の
就
任
以
来
、
七
カ
月
間
以
上
に
わ
た
り
、
死
刑
の
執
行
命
令
書
に
署
名
を
し

て
い
な
い
。
ま
た
最
近
、
複
数
の
報
道
機
関
が
江
田
法
務
大
臣
自
身
へ
の
取
材
を
踏
ま
え
て
「
死
刑

当
面
命
じ
ぬ
意
向

江

田
法
相
が
表
明
」
と
、
報
じ
た
。
こ
の
事
態
を
う
け
、
八
月
九
日
の
衆
議
院
法
務
委
員
会
で
提
出
者
が
「
歴
代
の
法
務
大
臣
で

在
任
中
に
死
刑
執
行
を
し
な
い
意
向
を
あ
ら
わ
し
た
例
は
、
こ
れ
ま
で
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
」
と
質
し
た
と
こ
ろ
、
西

川
克
行
・
法
務
省
刑
事
局
長
は
「
記
憶
し
て
い
る
範
囲
で
は
、
一
度
そ
う
い
う
意
向
を
表
明
さ
れ
た
方
は
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

撤
回
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
（
ほ
か
に
は
）
お
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
記
憶
を
し
て
お
り
ま
す
。
」
（
括
弧
内
文
言
は

提
出
者
が
入
れ
た
）
と
答
弁
し
た
。

さ
ら
に
提
出
者
が
「
法
務
大
臣
が
執
行
命
令
書
に
署
名
捺
印
を
す
る
と
か
し
な
い
と
か
は
大
臣
に
与
え
ら
れ
た
裁
量
な
ん
で

し
ょ
う
か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
西
川
局
長
は
「
法
律
に
お
き
ま
し
て
は
、
大
臣
が
執
行
す
る
権
限
が
あ
っ
て
、
大
臣
は
執
行

す
る
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
」
と
大
臣
の
裁
量
権
を
明
確
に
否
定
し
た
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す

る
。

一



一

こ
れ
ま
で
、
自
ら
の
考
え
を
表
明
し
た
う
え
で
死
刑
を
執
行
し
な
い
法
相
は
江
田
五
月
法
務
大
臣
が
唯
一
で
あ
る
か
を
近

年
の
事
例
を
ひ
も
と
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

二

江
田
五
月
法
務
大
臣
が
就
任
以
来
、
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
七
十
五
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
法
務
大
臣
に
よ
る
死
刑
執
行
の

命
令
を
行
わ
な
い
こ
と
は
、
閣
僚
と
し
て
の
職
務
怠
慢
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
を
説
明
さ
れ
た
い
。

三

江
田
五
月
法
務
大
臣
の
「
私
は
、
今
悩
ん
で
い
る
最
中
だ
」
（
先
述
の
衆
議
院
法
務
委
員
会
で
の
答
弁
）
と
死
刑
執
行
を

拒
否
す
る
国
会
答
弁
の
繰
り
返
し
と
、
実
際
に
七
カ
月
以
上
も
の
間
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
な
か
っ
た
行
為
は
、
日
本
国
憲
法

第
七
十
三
条
「
内
閣
は
、
他
の
一
般
行
政
事
務
の
外
、
左
の
事
務
を
行
ふ
。

一

法
律
を
誠
実
に
執
行
し
、
国
務
を
総
理

す
る
こ
と
。
」
に
違
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
を
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


